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＊ 4 月の行事＊  

分館交通安全講座 19時  1日 

入学式 日野小 墨坂中 小 10時 中 13時 6日 

 水路・公園一斉清掃 6時開始 9日 

泉の広場 観桜会 10時半 上部公園 13日 

公会堂清掃（65組） 8時開始 16日 

春季例大祭前夜祭 18時半 22日 

春季例大祭 14時 23日 

塩川町を考える会総会 19時 26日 

＊ 5 月の行事＊  

水路、公園一斉清掃 6時開始 14日 

公会堂清掃（66組） 6時開始 21日 

第 3回収納日 7時開始 31日 

 

芸
能
の
部
（十
三
演
目
） 

第
四
十
五
回 

文
化
祭
開
催
さ
れ
る 

公
民
分
館
主
催
に
よ
る
第
四
十
五
回
文
化
祭
が
、

三
月
十
九
日
公
会
堂
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

展
示
の
部
は
午
前
十
一
時
か
ら
開
始
さ
れ
、
団
体
、

個
人
に
よ
る
盆
栽
・
絵
画
・
書
道
・
写
真
な
ど
力
作

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

芸
能
の
部
は
午
後
一
時
か
ら
二
階
大
広
間
で
開
始

さ
れ
、
公
民
分
館
の
ダ
ン
ス
「
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
」
か
ら
始

ま
り
、
全
員
合
唱
「
須
坂
市
民
歌
」
ま
で
十
三
演
目
、

終
了
は
三
時
二
十
六
分
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の

練
習
成
果
を
発
揮
し
、
笑
い
あ
り
ア
ン
コ
ー
ル
あ
り

の
本
番
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
文
化
祭
に
訪
れ
た
人

数
は
約
百
人
で
す
。（
芸
能
の
部
は
七
十
一
人
） 

出
展
者
並
び
に
出
演
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
盛
大
な
文
化
祭
に
な
り
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
尚
以
下
の
写
真
は
、
展
示
・
芸
能
そ
れ
ぞ

れ
の
一
部
で
す
。 

展
示
の
部
（五
団
体
、
十
四
個
人
） 

団
体
出
展 

盆
栽 

写
真 

書
軸 

健
康
パ
ネ
ル 

水
彩
画 

個
人
出
展 

陶
芸 

油
絵 

書
額 

写
真 

切
絵 

水
彩
画 

和
紙
絵 

水
墨
画 

刺
繍
絵 

粘
土
の
花 

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ 

山
岳
写
真 

日
本
画 

信
濃
国
汐
川
（
塩
川
）
地
図 

ダ
ン
ス
１ 

体
操
３ 

舞
踊
２ 

謡
曲
１ 

吹
奏
１ 

弾
き
語
り
１ 

カ
ラ
オ
ケ
２ 

吟
詠
米
１ 

合
唱
１ 

嘉雲会 宝生謡曲「嵐山」 公民分館 「ＰＰＡＰ」 

長生会 カラオケ ひまわり会 吟詠舞「富士山」 

花房会 舞踊「長良川艶歌」 田中様 舞踊「天命」 

最後に 全員合唱「須坂市民歌」 
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三
月
十
七
日
（
金
）、「
く
つ
ろ
ぎ
荘
」
に
お
い
て
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

事
業
報
告
・
会
計
報
告
の
後
、
平
成
二
十
九
年
度
の

役
員
・
班
長
が
次
の
通
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
の
ご
出
席
も
い
た
だ
き
、
総
会
後
の
祝
宴
も
盛

会
の
中
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

春
の
御
忌
法
要
執
り
行
わ
れ
る 

三
月
六
日
（
月
）
午
後
七
時
よ
り
公
会
堂
第
五
会

議
室
に
お
い
て
、
浄
念
寺
住
職
大
久
保
亨
弘
師
（
浄

土
宗
）
を
迎
え
、
春
の
御
忌
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
出
席
者
は
四
十
一
名
で
、
お
経
を
聞
き
な
が

ら
そ
れ
ぞ
れ
故
人
に
対
し
供
養
を
し
ま
し
た
。 

献
血
に
協
力
感
謝 

長
生
会
が
定
期
総
会 

 
第
三
十
四
回
日
野
地
区
卓
球
大
会
結
果 

塩
川
町
、
準
優
勝
！ 

（
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
） 

二
月
二
十
六
日
（
日
）
日
野
地
域
公
民
館
多
目
的
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
日
野
地
区
卓
球
大

会
が
、
七
町
と
公
民
館
の
八
チ
ー
ム
参
加
で
二
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ダ
ブ
ル
ス
戦
で
条
件
は
①
十
八
歳
以
上
男
女
②
三
十

歳
以
上
男
女
③
四
十
歳
以
上
男
女
④
四
十
五
歳
以
上
⑤

五
十
歳
以
上
で
す
。 

結
果
は
僅
差
に
よ
り
準
優
勝
で
し
た
。 

 
 

リ
ー
グ
戦 

 

塩
川
町 

５
―
０ 
五
閑
町 

 
 
 
 
 
 
 
 

塩
川
町 

２
―
３ 

村
山
町 

 
 
 
 
 
 
 
 

塩
川
町 

５
―
０ 

公
民
館 

選
手
紹
介
（
敬
称
略
） 

  

①
植
木 

久
之 

 

②
上
澤 

縁 
 

 

③
太
田 

隆 

④
小
林 

善
雄 

 

⑤
春
原 

有
美
子 

 

⑥
竹
添 

貴
宏 

 

⑦
徳
竹 

き
よ
美 

 

 

⑧
徳
竹 

浩
文
（
監
督
） 

 

⑨
西
原 

優
子 

 

 

⑩
森 

 

未
佳 

 

⑪
山
岸 

和
幸 

選
手
の
皆
様
ご
苦
労
様
で

し
た
。 

会

長 

中
村 

寿
勝 

副
会
長 

山
岸 

倉
治 

体
育
部
長 

田
中 

孝
佳 

女
性
部
長 

永
岡 

三
子 

女
性
副
部
長 

原 
 
 

啓
子 

班

長 

長
野 

清
子 

班

長 

長
野
と
く
井 

班

長 

塩
崎 

節
子 

班

長 

竹
田 

慶
市 

班

長 

斉
藤 

薫 

班

長 

小
林
は
つ
代 

班

長 

田
中 

孝
佳 

旧
屋
代
線
跡
地
普
請
作
業 

今
回
最
後 

 

三
月
五
日
（
日
）
午
前

九
時
よ
り
遊
歩
道
整
備

の
道
普
請
作
業
が
市
道

臥
竜
線
～
市
道
高
梨
小

山
線
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
三
回
目
で
最
後
で

す
。
道
幅
が
三
ｍ
の
県
補

助
事
業
で
、
参
加
者
は
塩

川
・
八
幡
・
境
沢
町
で
約

六
十
名
で
し
た
。 

三
月
十
一
日
（
土
）
日
野
地
域
公
民
館
別
館
に
お
い

て
、
須
坂
市
社
会
福
祉
協
議
会
日
野
支
部
主
催
で
献
血

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
野
地
区
で
六
十
六
名
、
塩
川
町
で

十
四
名
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 


